
72022（令和４）年５月号

●提案できる団体 
　市内に活動拠点があり、釧路市の活性化につながる事業を行うＮＰＯ
法人、市民団体、民間事業者等
●交付金総額 　300万円
●テーマ （下記のいずれかに該当する提案）
・若者主体の釧路で働く未来づくり事業
・子どものスポーツ促進に資する事業
・地域経済の活性化
・地域を担う人材育成
・安心して暮らせる都市
・若い世代を社会全体で支える
●事業の審査・選考 
　公開発表（プレゼンテーション）による審査（６月上旬～中旬に実施） 
●交付金対象事業期間 
　交付決定後から23（令和５）年３月31日㈮までに事業が完了すること 
●応募方法と募集期間 
　５月13日㈮必着で、応募書類を市役所本庁舎２階市民協働推進課へ直
接または郵送（メール提出不可） 
※募集要綱・要領は、市役所本庁舎および各行政センター市政情報コーナー、
　各支所、公共施設等に設置しているほか、市ホームページにも掲載して
　います。
　応募・問合先　市役所市民協働推進課（〒085-8505黒金町7-5M31-4504）

　この交付金は市民と行政が協働・連携して公益的な事業を実施するこ
とで、地域やまちの課題を共有し、課題解決や地域の活性化を図ること
を目的としています。 
　市民の皆さんのまちづくりの精神を次世代に引き継ぎ、釧路市がより
輝くよう、課題テーマに沿った事業の提案をお待ちしています。 

「輝くまちづくり交付金」の
提案事業を募集しています 「支えあう  住みよい社会  地域から」「支えあう  住みよい社会  地域から」

　民生委員・児童委員は、皆さんの暮らしを応援するため、国から委
嘱された方です。
　それぞれの地域で常に住民の立場に立って、身近な相談相手となり、
必要な援助を行っています。
　心配事や困り事を独りで抱え込まないで、地域の民生委員・児童委
員に相談しましょう。

妊娠

不安で…

心配で… 教えて…

助けて…

心細い… 疲れた…

いじめが…
どうしよう…

子育て

こんな心配事、困り事はありませんか？

学校生活 生活費

一人暮らし 健康・医療 介護 福祉サービス

これからの民生委員・児童委員活動に関するスローガン

問合先　市役所社会援護課福祉政策担当（M31-4536）、民生委員児童
　　　　委員協議会事務局（M24-2468） ※あなたの地域の担当民生委
　　　　 員・児童委員を知りたい場合は、お問い合わせください。

　民生委員・児童委員について、市民の皆さんにもっと知ってい
ただくためのＰＲ活動や地区を担当する民生委員・児童委員が訪
問活動等を行います。
日時　５月12日㈭～18日㈬ ※民生委員・児童委員活動強化週間
場所　市内21地区の民生委員児童委員協議会が、それぞれの地区
　　　内で実施します

「５月12日は民生委員・児童委員の日」

※（ ）内は前売券、および10人以上の団体料金　
※身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手
　帳の交付を受けた方および付き添いの方は無料

４月29日㈮～７月３日㈰

●関連事業のご案内
■学芸員によるギャラリートーク
当館の学芸員が展覧会について解説を行います。
日程　４月29日㈮、５月14日㈯、28日㈯、６月25日㈯
時間　各回午前11時～（30分程度）
集合　美術館ロビー
申込　不要※要観覧券

美術館スタッフが講師となり、銅板を加工して、オリ
ジナルのレリーフを作ります。
日時　６月11日㈯午前10時～11時30分
場所　まなぼっと幣舞地下工芸スタジオB
対象　小学校４年生以上
定員　15人
料金　材料費500円
申込　５月29日㈰までに当館ホームページの申し込み
　　　フォームに参加者氏名、学校名、学年、参加希
　　　望人数、Eメールアドレス、電話番号を記入の
　　　上送信してください。※申し込み多数の場合は、
　　　抽選。

■ワークショップ「銅板でレリーフを作ろう！」

レオナルド・ダ・ヴィンチ「モナ・リザ」

ジャック・リゴー「ルーヴル旧館正面の眺め」

　膨大なコレクションを持つ、ルーヴル美術館には、「カルコグ
ラフィー」のコレクションがあります。
　カルコグラフィーとは、同館の銅版画原版コレクション保管室、
およびその工房で印刷された版画のことを指します。
　カルコグラフィー室は、ルイ14世の治世を視覚的に示すために
作られた版画の原版を含む「王の版画原版収集室」のコレクショ
ン、「王立絵画彫刻アカデミー」のコレクションなどが統合され
1797年に誕生し、20世紀に入ると現代作家による新作も加わりま
した。
　本展では、ルーヴル美術館カルコグラフィー室所蔵の原版から、
日本での特別公開のため、当時の版を用いて刷られた銅版画約130
点を紹介します。

午前10時～午後５時（入館は午後４時30分まで）　
休館日　月曜日（５月２日㈪を除く）　
観覧料　一般 900（700）円、大学生以下無料　


